
【チャレンジ２５応援団 参加の趣旨】

※１ リサイクルトナーを活用し、トナーカートリッジの廃棄を抑制します。

※２ 裏紙使用や両面印刷でコピー用紙の消費量を削減します。

※３ ペットボトルの回収業者は、国内でリサイクル処理を行っている企業を選定します。

※４ 社員が分別したキャップをボールペン等の文房具に再生することができます。

※５ キャップを回収団体経由でワクチン寄贈団体に寄付し、途上国へワクチンを寄付することができます。

※６ 使用していない文房具（ファイルやペン類）等を回収して再利用します。

   社員が身近なところからできる、温暖化防止への取組みを実践しています。毎日の生
活のなかで1人ひとりが意識してCO 2 排出削減を目指そうという取組みです。
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6. オフィスでの取組み

チャレンジ２５キャンペーン応援団への参加

温度調節で減らそう
服装に気を使って、設定温度を変えま
す。社員みんなで、冷暖房の温度に対
する意識を高めるようにします。

●クールビズ・ウォームビズの奨励

商品の選び方で減らそう
新しい製品購入やリース製品の入替の際には、
省エネ性能も導入の目安にします。環境にやさ
しい省エネ製品を使います。

●文房具の回収・再利用　（※６）
●グリーン（エコ商品）購入

●昼休みと残業時間の照明 ｏｎ/ｏｆｆ
●ノー残業デーの推進

電気の使い方で減らそう
無駄な電気を使うのは止めます。必要の
ない照明は、こまめに消します。

ごみで減らそう

●廃棄トナーカートリッジ削減　（※１）
●ペーパーレス活動　（※２）
●ペットボトルの分別強化　（※３、４、５）

ムダな包装は持ち帰りません。袋やトレーは、
つくる際にも、再生・破棄する際にも、CO2を排
出しています。ムダな包装は持ち帰りません。

自動車の使い方で減らそう
駐停車中は、エンジンのアイドリングをス
トップします。運転中は、エコドライブを心
がけます。ガソリン代も節約になり資源の有
効活用にもなります。

●エコドライブの推進

水道の使い方で減らそう

●節水運動の推進

水道水の送水には、たくさんの電気が使わ
れています。必要のない時にはこまめに蛇
口の水やお湯を止めます。

　2009年9月、ニューヨークの国連気候変動サミットにおいて、我が国の目標として、温室効果ガス排
出量を2020年までに1990年比で25％削減することを表明しました。
　政府では、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き継いでいくため、「チャレンジ２５」と名
付け、あらゆる政策を総動員して地球温暖化防止の対策を推進することとしております。そのための温暖
化防止のための国民的運動を「チャレンジ２５キャンペーン」として、オフィスや家庭などにおいて実践
できるCO2削減に向けた具体的な行動を「６つのチャレンジ」として提案しています。当社においても、
社員のできることから行動・実践しています。


